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研究要旨 
インターネットサイトを用いて保健所等 HIV検査相談施設の検査情報や HIV/エイズの基礎知識など

を継続的に提供し、HIV/エイズの知識普及や理解促進、HIV 検査希望者への受検サポートを推進する

ことを目的として、ウェブサイト「HIV 検査･相談マップ」（www.hivkensa.com）の管理運営を行った。

本サイトの情報提供の効果を調査するため、アクセスアナライザーによる利用状況の解析および保健

所等 HIV 検査担当者へのアンケート調査を行った。本年度の新規事項としては、近年の梅毒感染者急

増への対応として、梅毒検査実施施設の検索方法の簡易化およびサイト情報の信頼性確保と安全性向

上を目的としたサイト全体の SSL（Secure Sockets Layer）化（2018年 3月）を行った。 

年間のサイトアクセス数は、2017年は 158万件であり、2016年の 151万件と比べて約 7万件の増加

となった。情報端末別では、スマートフォンからの訪問数が 133万件となり、総アクセス数の 84％を

占めた。検索エンジンにおいて当サイトを閲覧する際に一番多く使用された検索用語は「エイズ」で

あり、以下、「HIV」、「HIV検査」、「エイズ感染率」、「エイズ検査」、と続き、検索結果の平均掲載順位

は 1.0～1.5位と上位に表示されていた。チャネル別のアクセス割合では、検索エンジンからのアクセ

スが 80％、直接アクセスが 11％、他サイトからが 8％、SNS からが 0.4％であった。当サイトへのア

クセスはスマートフォンが多いことから、今後、SNS を活用したアクセス数向上を検討したい。 

HIV 検査相談に関するアンケート調査において、本サイトの利用状況等を保健所等 HIV 検査担当者

に聞いたところ、当サイトを閲覧したことがある担当者は保健所 92％、特設検査機関 95％、当サイト

は HIV検査相談事業に役立っていると回答した担当者は保健所 84％、特設検査機関 95％であった。こ

のことから、当サイトは保健所等の HIV検査担当者の多くの方に認識していただいており、HIV検査 
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A.研究目的 

保健所等のHIV検査相談施設の情報やHIV/エイ

ズの基礎知識などを継続的に提供し、検査希望者

への情報提供、受検サポートおよび HIV/エイズの

理解促進を目的としたウェブサイト「HIV 検査･

相談マップ」（www.hivkensa.com）の管理運営を

行った。また、アクセス解析やアンケート調査を

行い、当サイトが有効利用されているかを調査し

た。 

 
B.研究方法 

1．新規情報掲載、情報修正作業 

保健所等HIV検査相談施設で実施されている常

設検査の情報や不定期に実施される検査イベン

トの情報、また、HIV/エイズに関する基礎知識等

について、ウェブサイト「HIV検査・相談マップ」

（PCサイト、スマートフォンサイトおよび携帯電

話サイト）に掲載し、情報提供を行った。PCサイ

トは2001年9月、携帯電話サイトは2003年4月に開

設し、2009年10月にPCサイトおよび携帯電話サイ

トのリニューアルを行った。2013年にはスマート

フォンサイトを開設した。 

定期更新作業としては、2月に新年度の検査日

程等の情報確認のため、自治体144箇所および医

療機関37箇所に情報確認依頼文書を送付し、3月

下旬から4月下旬にかけて修正作業を行った。ま

た通年の作業として、検査施設の新規掲載、掲載

情報修正および検査イベント情報の掲載等を行

った。 

本年度の新規事項としては、近年の梅毒感染者 

急増への対応として、梅毒検査実施施設の検索方 

 

 

 

 

 

 

 

 

法を簡易化した。また、サイト情報の信頼性確保

と暗号化通信による安全性向上を目的として、サ

イト全体のSSL（Secure Sockets Layer）化を行

った（2018年3月）。 

2．サイト利用状況の調査 － Web解析－  

本サイトのアクセス解析には「Google 

Analytics」および「検索順位ツールGRC」を用い

て、①サイトアクセス数（年別、月別、日別）、

②情報端末別訪問数、③新規・リピーター割合、

④検索エンジン（Google）の検索クエリ別順位、

⑤参照元からのアクセス数、⑥サイトコンテンツ

のページビュー数、⑦サイト訪問から離脱までの

行動フロー、を調査し、利用者の動向およびHIV/

エイズ報道によるアクセス数の影響等を調査し

た。また、2017年3月に外国語ページを新規作成

したことから、その利用状況を把握するために、

⑧外国語ページのページビュー数、⑨アクセス地

域およびアクセス言語、についての解析を行った。 

3．サイト活用状況の解析 － アンケート調査 － 

HIV 検査・相談体制に関する調査（研究分担者 

土屋菜歩先生）において、保健所および特設検査

施設の HIV検査担当者に対し、当サイトの利用状

況や HIV検査相談事業への貢献度に関するアンケ

ート調査を実施した。 

（倫理面への配慮） 
本研究は個人情報を扱っておらず、倫理面の配

慮を必要としなかった。 
 
C.研究結果 
1．新規情報掲載、情報修正作業の状況 

2017年は保健所等HIV検査相談施設657箇所の

相談事業に寄与していることが示唆された。 

当サイトは 2001 年の開設から 2017年末で約 1,860 万件のアクセスがあり、現在も多くの方に利用

していただいている。当サイトアドレスは自治体の HIV/エイズ情報ページ、日本赤十字社の献血者へ

の配布文書、啓発用パンフレット等、多方面で紹介されており、行政的にも有効活用されている。検

索エンジンでは HIV/エイズ関連用語検索で常に上位に表示されており、厚生労働省の研究班が提供し

ている信頼性の高いサイトとして多くの方に利用されている。今後も正確で最新の HIV 検査情報を提

供していくとともに、更なる HIV/エイズの理解促進と、受検アクセスの向上に寄与したいと考える。 
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掲載を行った（図1）。検査イベント情報の掲載依

頼は168件、情報修正依頼は363件であった。 

本年度は、梅毒検査実施施設の検索方法の簡易

化とサイト全体のSSL化を2018年3月に行った。 

2．サイト利用状況の調査 － Web解析－ 

PCサイト、スマートフォンサイトおよび携帯電

話サイトでの 2001 年からの合計アクセス数は約

1,860万件となった（図 2）。2017年の年間サイト

アクセス数は 158万件であり、2016年の 151万件

から 7万件増加した。情報端末別でみると、スマ

ートフォンからのアクセス数が 133 万件となり、

総アクセス数の 84％を占めた（図 3）。訪問者別

割合は、新規訪問者が 69％、リピーターが 31％

であり、約 3割は複数回利用であった（図 4）。月

別アクセス数は、2017 年は毎月 11～15 万件で推

移しており、9 月と 12 月のアクセス数は 15 万件

を超えた（図 5）。日別アクセス数は 2017 年 9 月

19 日に新聞記事（九州でエイズ患者・HIV 感染者

が急増）の報道により 1 日で 23,122 件となった

（図 6）。年間を通して 5,000 件を超えた日は 56

日あり、うち 12 月が 16 日を占めた。2016 年の

5,000 件を超えた日は 26 日であり、2017 年は倍

増していた。 

検索エンジン（Google）での検索クエリ別の順

位を 50 位まで調査したところ、当サイトを閲覧

する際に一番多く使用された検索クエリは「エイ

ズ」であり、以下、「HIV」、「HIV 検査」、「エイズ

感染率」、「エイズ 検査」、と続いた（図 7）。これ

らの平均掲載順位は 1.0～1.5 位であった。「HIV  

性病検査」のクエリでは平均掲載順位が 19 位、

「HIV 症状」や「HIV 潜伏期間」では 3.7～8.7

位と表示順位が低くなっていた。検索クエリ別の

月別順位をみると、「HIV」、「エイズ」では 1位と

なった月が多かったが、「AIDS」は 8 月までは 10

～48 位と低迷していた（図 8）。しかし 9 月以降

は、2017 年 3月に外国語ページを作成した効果か

らか 10 位までに表示されるようになり、2018 年

1 月には 3位にまで上昇した。 

チャネル別のアクセス割合では、検索エンジン

からのアクセスが 80％、直接アクセスが 11％、

他サイトからのアクセスが 8％、SNS からのアク

セスが 0.4％であった（図 9）。 

参照元からの訪問数を見たところ、Google検索

からが最も多く約 92 万件、Yahoo! JAPAN 検索か

らが約 38万件、直接アクセスが約 17万件であっ

た（図 10）。参照サイトからの訪問数をみると、

東京都が一番多く、上位 10 位中ゲイ・バイセク

シャル向けサイトが 4 サイトあった（図 11）。  

サイトコンテンツのページビュー数を見ると、

スマートフォンサイトの「HIV・エイズって何？」

ページが約49万ページビューと一番多く、上位10

位中、スマートフォンサイトのページが8ページ

を占めた（図12）。 

サイト訪問から離脱までの行動フローを調べ

たところ、閲覧開始ページではセッション数157

万件のうち126万件（80％）が離脱していた（図

13）。次のページでは、セッション数32万件のう

ち、確実に施設検索ページにアクセスしたのは15

万件であり、14万件が離脱していた。その次のペ

ージ以降で施設検索ページにアクセスしたのは

約9万件であり、全体としては約24万件、閲覧者

の15％が施設検索ページにアクセスしていたこ

とが分かった。 

2017年3月に外国語ページ（英語、スペイン語、

タイ語、タガログ語、ベトナム語、ポルトガル語、

韓国語、中国語およびやさしい日本語）を新規作

成した（図14、図15）。Google で「HIV testing」

と検索すると、新規作成した外国語ページのトッ

プページが1位、英語ページが2位に表示されるよ

うになった（図16）。外国語ページの利用状況を

把握するために、2017年3～12月の外国語ページ

のページビュー数、アクセス地域およびアクセス

言語のユーザー数について解析を行った。外国語

ページのページビュー数は、やさしい日本語が

3,966件と最も多く、続いて英語ページが2,928件

であった（図17）。アクセス地域は日本からが

106.4万人と最も多く、続いて米国5,849人、タイ

国3,385人、中国1,520人と続いた（図18）。アク
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セス言語をみると、日本語が105.6万人、英語（米

国）24,424人、中国語3,261人であった。 

3．サイト活用状況の解析 － アンケート調査 － 

全国保健所および特設検査施設に対して実施

した HIV検査相談に関するアンケート調査におい

て、当サイトの利用状況や HIV検査相談事業への

貢献度に関する質問を HIV/エイズ対策担当者に

質問した。「当サイトを閲覧したことがあるか」

の設問に対しては、「ある」との回答は保健所 92%、

特設検査施設 95％であり（図 19）、「当サイトが

事業に役立っていると思うか」の設問では、「思

う」の回答は保健所 84%、特設検査施設 95％であ

った（図 20）。 

 
D.考察 
本年度は、近年の梅毒感染者急増への対応とし

て、梅毒検査実施施設の検索方法の簡易化、また、

サイト情報の信頼性確保と暗号化通信による安

全性向上を目的としたサイト全体のSSL化を2018

年3月に行った。今後、不具合等がみられないか

稼働状況について注視したい。 

2017 年のサイトアクセス数は 158 万件であり、

2016年の 151万件と比較して 7万件の増加となっ

た。月別アクセス数では 9 月と 12月が 15 万件と

他の月に比べて多かった。日別アクセス数を見る

と、9月 19日に新聞記事（九州でエイズ患者・HIV

感染者が急増）の報道により 1 日で 23,122 件と

なったが、他の日は、突出してアクセス数が高い

日は見られなかった。年間を通して、5,000 件を

超えた日は 56 日で、うち 12 月が 16 日を占めた

ことから、12月は世界エイズデー等の報道により、

アクセス数が増加したことが考えられた。また、

2016 年の 26 日と比べて倍増しており、アクセス

数の改善が見られた。 

検索エンジン（Google）での検索クエリ別の順

位を 50 位まで調査したところ、当サイトを閲覧

した際に一番多く使用された検索クエリは「エイ

ズ」であり、以下、「HIV」、「HIV 検査」、「エイズ

感染率」、「エイズ検査」、の順であった。これら

の平均掲載順位は 1.0～1.5位であった。しかし、

「HIV 性病検査」では 19位、「HIV 症状」や「HIV 

潜伏期間」では 3.7～8.7 位と順位が下がる傾向

があることから、これらの情報について充実させ

ていく必要があると思われた。 

チャネル別のアクセス割合では、検索エンジン

からのアクセスが 80％、直接アクセスが 11％、

他サイトからのアクセスが 8％、SNS からのアク

セスが 0.4％であり、SNS からの訪問数が少ない

ことが分かった。しかし、当サイトへのアクセス

はスマートフォンからが 84％と最も多いことか

ら、SNS の活用は有効と思われる。今後、サイト

デザインに画像を多用する等、SNS で発信しやす

いサイト構成に改修する必要があると思われた。 

参照サイトからの訪問数を見たところ、ゲイ・

バイセクシャル向けサイトが上位 10 位中 4 サイ

トあり、2012年度に作成した MSM向けバナーを設

置していただいているサイトからのアクセスも

あることから、ゲイ・バイセクシャルの利用率が

高いサイトにバナーを設置してもらうことで、感

染リスクの高い層へのアプローチが可能になる

と考えた。 

サイト訪問から離脱までの行動フローを見た

ところ、閲覧開始ページにおいてセッション数

157万件のうち126万件（80％）が離脱しており、

施設検索ページまで行ったのは約24万件（閲覧者

の15％）であった。閲覧数が多いページ内容の充

実とそのページから施設検索に誘導する仕組み

作りが必要と思われた。 

2017年3月に作成した外国語ページにより、

Google で「AIDS」と検索すると2017年8月までは

表示順位が10～48位と低迷していたが、9月以降

は10位までに入るようになり、2018年1月には3位

まで上昇した。また、「HIV testing」での検索で

は、新規作成した外国語ページのトップページが

1位、英語ページが2位に表示されるようになり、

ページが活用されていると思われた。アクセス地

域は米国からが5,849人、中国からが1,520人であ

ったが、アクセス言語をみると、英語（米国）
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24,424人、中国語3,261人、であり、在日外国人

が当サイトを利用していることが示唆された。今

後、東京オリンピック・パラリンピックを控え、

在日外国人や外国人旅行客が急増し、外国人の検

査希望者の増加も予測されることから、さらに外

国語の情報提供体制について内容の充実を図り、

バリアフリーなサイト構築を目指したい。 

全国保健所および特設検査施設に対して実施

したHIV検査相談に関するアンケート調査におい

て、本サイトの利用状況等に関する質問をHIV/エ

イズ対策担当者に質問したところ、「当サイトを

閲覧したことがあるか」の設問に対しては、「あ

る」との回答は保健所92%、特設検査施設95％、「当

サイトが事業に役立っていると思うか」の設問で

は、「思う」が保健所84%、特設検査施設95％であ

り、当サイトは自治体HIV/エイズ担当者に認知さ

れており、HIV検査相談事業に寄与していること

が示唆された。 

2001 年の開設から 2017 年末で 1,860 万件のア

クセスがあり、現在も多くの方に当サイトを利用

していただいている。当サイトアドレスは自治体

の HIV/エイズ情報ページ、日本赤十字社の献血者

への配布文書、啓発用パンフレット等、多方面で

紹介されており、行政的にも有効活用していただ

いている。検索エンジンでは HIV/エイズ関連用語

検索で常に上位に表示されており、厚生労働省の

研究班が提供している信頼性の高いサイトとし

て多くの方に利用されている。今後も正確で最新

の HIV検査情報を提供していくとともに、更なる

HIV/エイズの理解促進と、受検アクセスの向上に

寄与したいと考えている。 

 

E.結論 
ウェブサイト「 HIV 検査・相談マップ」

（www.hivkensa.com）を運営し、保健所等 HIV検

査相談施設の最新情報や HIV検査に関する基礎知

識等の情報を継続的に提供した。また、アクセス

解析から、利用状況や閲覧ページの動向等を調査

した。 

本年度は近年の梅毒感染者急増への対応とし

て、梅毒検査実施施設の検索方法を簡易化した。

また、サイト情報の信頼性確保と暗号化通信によ

る安全性向上を目的として、サイト全体のSSL化

を行った。 

本年度のサイト訪問数は約 158万件と前年より

7 万件の増加となり、アクセス数の改善が見られ

た。アンケート調査結果からは保健所担当者が当

サイトを活用していることが分かり、当サイトの

保健所 HIV 検査相談事業への寄与が示唆された。

本サイトアドレスは日本赤十字社での献血者へ

の配布文書や自治体サイト、啓発用パンフレット

等にも多方面で紹介されており、行政的にも有効

利用されている。 

 
F.健康危険情報 
なし 
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